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特集 ：幕張祭、 学位記授与式報告ほか

第 12回幕張祭が開催されました !!
9月20日（土） ・ 21日（日）の 2日間、千葉学習センターで6年ぶりとなる「幕張祭」を開催しました。

公開講演会や各サークルの発表、オンライン授業制作スタジオ、OUJミュージアム企画展の見学会等

も行われ、 放送大学の学びや活動を身近に感じていただく機会となりました。

2日間で約300人近い方に来場いただき、にぎわいのある催しとなりました。ご来場くださった皆様、

ありがとうございました。

児玉さん 公開講演会岩淵先生 公開講演会

http://www.sc.ouj.ac.jp/center/chiba


第 12回幕張祭

キッチンカー 岩淵先生 公開講演会 児玉さん 公開講演会

オンライン授業番組制作スタジオ見学 OUJ ミュージアム企画展

古文書を読む会

軽音楽部

書道クラブ翠乃会

ソフトボールクラブ

テイクバック テニスサークル

地方文書の会 まなぴー

制作部取材 千葉同窓会有志

ポップコーン配布

シニアライフ研究会 若葉スケッチ会 放送大学幕張合唱団 センター入口前

幕張祭を振り返って
今回第 12 回幕張祭が６年ぶり、かつ大成功に開催されたことは実行委員会、各サークル、及び

千葉学習センターのご協力があっての事と思います。

2つの特別講演会、施設見学会を３大イベントとして取り組んで参りましたがいずれも会場が満杯に

なるほどの大盛況でした。

幕張祭を通じて集い、語り合い、共に学習する事に大きな意義を感じました。

2今回の経験を踏まえ、次回の幕張祭につなげる事が出来たと思っております。

幕張祭実行委員長 野口明

着物Remakeあきこ



令和 7年度第 1学期 学位記授与式 ・所長表彰式を開催

令和 7年度第 2学期 入学者の集いを開催

ご卒業おめでとうございます

ご入学おめでとうございます
2025年度第 2学期 入学生

10月5日(日)に「入学者の集い」を千葉学習センター大講義室にて開

催いたしました。今回、本センターには192名の皆さんが入学されました。

合唱サークルの有志による学歌斉唱から始まり、所長、客員教員からの祝

辞をいただきました。

式終了後には新入生ガイダンスが行われ、センターの利用方法や就

学上の注意事項等について教務係長より説明が行われました。また、ガ

イダンス終了後には新入生に向けたサークルの勧誘活動が行われ、大

変な賑わいとなりました。ご入学おめでとうございます。

就職支援セミナー
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9月10日(水)に、千葉学習センター第１講義室にて就職支援セミナー

を開催し、１0名の学生に参加いただきました。

ジョブカフェちばから講師をお招きし、自己PRの書き方について講

義をいただきました。講義後には、希望された参加者を対象に就職しゃ

べり場が行われ、学生間で就職活動の情報交換を行うなど充実した内

容となり、参加された学生からも高い評価を頂けました。千葉学習セン

ターでは、2月、3月にそれぞれエントリーシートの書き方セミナー、模擬

面接セミナーを企画しています。皆様のご参加をお待ちしています !!
就職支援セミナー 集合写真

2025年度第 1学期 卒業生

入学者の集い 所長挨拶

9月20日 (土 )に千葉学習センター大講義室で

「学位記授与式」が開催されました。千葉学習センター

からは128名の皆さんが学位を取得されました。式典は

厳かな雰囲気の中、合唱サークルの有志による学歌斉

唱から始まり、所長、客員教員からの祝辞がありました。

卒業生の皆様の晴れやかな姿は、後に続く学生たちの

指針となります。

ご卒業、誠におめでとうございます。
学位記授与式 集合写真



<本人紹介欄 >
白坂 美奈子 / しらさか みなこ

2010年4月放送大学教養学部生活と
福祉コース編入学、2025年現在、3コー
ス目在学中
特記事項 ：左きき。ヴァイオリンは始め
た時から左きき用を使用。左手で弓を
持ち、右腕で楽器を支えるというスタイ
ルで演奏している。

学生からの寄稿

求めれば 学ぶ機会は 無限大！

子どものころから音楽が好きで、短大卒業後、音楽教室に就職しました。

放送大学へ入学した動機は、研究が続けたかったから。ですから、放送大学で、まさかこんなにたくさん

の音楽に関わる機会をいただけるとは、思ってもいませんでした。

2017年3月、南関東ブロック7センター合同プロジェクトで企画された「第九演奏会」に参加しました。約2

年間、声楽の先生方による発声、ドイツ語の発音、加えて、楽曲についての理論的なご指導がありました。

ただ歌うだけではなく、曲に対する背景を知りながら歌えたことは、さすが大学教育における第九の取り組み

であると感じました。

その後、学位記授与式でも再び「第九」、そして「学歌」を歌う機会をいただきました。学歌が作られた由

緒や歌詞について、事前練習の際に理解を深めました。放送大学で学ぶ仲間は知識と感性が豊かで刺

激になりました。

人生において、自分が弦楽器を弾く日が来るとは、想像もしていませんでした。千葉学習センターの客員

教授(伊藤 誠先生)によるゼミ「ヴァイオリン・アンサンブルの楽しみ」で、ヴァイオリンを弾いています。先生に

楽器の構え方から教えていただき、約5年が経ちました。ゼミは月1回ですが、まったくの初心者でも少しずつ

上達するよう、適切なご指導がいただける場です。

上記のように、放送大学で音楽を楽しんでおりますが、学生である私の目標は、6コースすべてで「卒業研

究」を執筆して卒業することです。「歯医者に通うのはなぜ怖いのか」という、少々風変わりなテーマで研究

をしており、2024年現在、2コースで卒業研究を提出して卒業しました。歯医者に行くのが怖いと悩んでいる

者は多いと考えられますが、では、「なぜ歯医者が怖いのか」。この謎はまだ解明できておりません。

放送大学に初めて入学してから、15年。あらためて放送大学の魅力は何かと問われたならば、「自ら掴

もうと思えば、学ぶ環境は提供される大学である」と考えます。通信制の大学ではありますが、働きかけてい

くことで学びの機会を広げられます。また、「単位制で学費の負担が少ない」、「何度も再入学でき、いつまで

も学び続けることができる」 この 2つは放送大学ならではの魅力ですね。

( 「文部科学教育通信第 599号」 私の放送大学より転載 )4



航空博物館では、航空機の歴史や客室乗務員の歴代の制服の展示、屋外の航空機の展示など、

みどころがたくさんありました。整備センターで予備知識を得てからの見学でしたので、より理解度が深ま

りました。空と大地の歴史館では、成田空港設立のため、歴史的な背景や周辺住民との関わり方など、

職員の方の熱意溢れるご説明をいただき、４０分では時間の足りなさも感じました。

参加学生からもそれぞれの施設に対して、多くの質問があがっていて、大変活気のある研修旅行と

なりました。

学生研修旅行
9月17日（水）、澄み渡る秋晴れの下、千葉学習センター学

生24名、職員５名の総勢２９名で千葉県成田市にあるJALEC航

空機整備センター・エンジンセンター、航空科学博物館、空と大

地の歴史館を訪れました。JALEC航空機整備センターでは、実物

の航空機の下をくぐりながら、航空機の機体の部品の役割や、ど

のよう に機体を動かしているかなど、丁寧なご説明をいただきま

した。エンジンセンターでは、解体されたエンジン内部を前に、

修理から組み立て、定期点検まで行っている様子を興味深く拝

見することができました。

北京公開大学より Xiaohong Zhang副学長をお迎えしました！

北京公開大学副学長を囲んで

放送大学と東邦大学が単位互換に関する協定を締結

放送大学(千葉県千葉市)と東邦大学が、2025年度第

2学期から単位互換を実施することになり、9月4日に単位

互換協定締結式が東邦大学にて行われました。

今回の協定締結により、東邦大学の学生は、2025年度

第2学期から特別聴講学生として放送大学の科目を履

修することができるようになりました。また、放送大学で

修得した科目の単位を、東邦大学は卒業要件の単位とし

て認定することが可能となります。

締結式には、放送大学の岩永学長、東邦大学の渡邉

学長、放送大学千葉学習センター高橋所長らが出席し、

今後の単位互換実施について展望を語りました。
単位互換協定締結式 集合写真
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空と大地の歴史館 写真

千葉学習センターでは、6月10日(火)に中国・北京公開大学のXiaohong 

Zhang副学長をお迎えしました。高橋所長とともに、大学での学びや教育に

ついて活発に議論し、両国の教育制度について意見交換を行いました。

貴重な交流の場となり、放送大学学園と北京公開大学の今後の協力につ

ながる有意義なひとときとなりました。



「我々が住む宇宙の外にも宇宙は無数にある？ マルチバースと人間原理」

公開講演会のご報告

夏休みスペシャルイベント
千葉学習センターでは、夏休みのスペシャルイベントとして、

小学生向けの体験型プログラムを開催しました。

「光の実験」、「カビの観察」、「鍵盤楽器を弾いてみよう！」

の3つのイベントには、たくさんの子どもたちが参加し、楽しく学

ぶ姿が見られました。

「光の実験」ではキラキラ光る偏光アートづくりに夢中になり、

「カビの観察」では顕微鏡でカビの世界にびっくり。ピアノの発

表会では緊張しながらも立派に演奏し素敵な音色を聞かせて

いただきました。小学生や保護者の方々からも「また来たい」

とのお声をたくさんいただき、大好評のイベントとなりました。

「鍵盤楽器を弾いてみよう！」 集合写真「カビの観察」 集合写真

「光の実験」 集合写真
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柴佳世乃客員教授が第 42回 「田邉尚雄賞」 を受賞

放送大学千葉学習センター柴佳世乃客員教授が、著書『仏教儀礼の音曲とこと

ば─中世の〈声〉を聴く─』（法藏館、2024年2月刊）により、第42回「田邉尚雄賞」を受

賞されました。

田邉尚雄賞は、東洋音楽研究の発展と学術的貢献を目的として、1983年度から

東洋音楽学会が実施しているものです。

柴教授、誠におめでとうございます。

6月1日(日)に、高知工科大学特任教授の須藤靖先生による公開講演会「我々

が住む宇宙の外にも宇宙はある？マルチバースと人間原理」を対面とZOOMで開

催いたしました。ユニバースとマルチバースの関係、人間原理についての仮説など

について詳しくご説明いただきました。

当日は、対面とZOOM合わせて168名の方にご参加いただき、大変盛況な会とな

りました。



★通信指導について 〔学生生活の栞 P67～72（学部）、P72～77（大学院）〕

通信指導とは、放送授業または一部のオンライン授業について、各学期の途中に１回一定の範囲から出題された課題
について、その答案を提出し担当教員の添削指導を受けることです。
通信指導を未提出あるいは期限までに提出しなかった場合は、単位認定試験の受験資格が得られませんので、必ず
締切日までに提出しましょう。

11月6日（木）10:00～11月26日（水）17:00

11月12日（水）～11月26日（水）大学本部必着

[Ｗｅｂ通信指導]

[郵送※]

★単位認定試験について〔学生生活の栞 P72～82（学部）、P77～86（大学院）〕

※郵送提出科目、Web通信指導による提出が困難な方に限ります。

単位認定試験は、前学期と同様にWeb受験方式（一部科目については郵送試験）で実施します。
受験資格のある方は、試験日の１週間前までに「単位認定試験通知（受験票）」が届きますので、下表の試験期間中
に自宅等からインターネットを通じてWeb単位認定試験システムにアクセスし、受験してください。

実施方法 出題形式 試験日程（郵送試験は提出期間）

Ｗｅｂ試験 択一式科目 2026年1月18日（日）9:00～ 1月26日（月）17:00

記述式・併用式科目 2026年1月18日（日）9:00～ 1月22日（木）17:00

郵送試験
※

すべての出題形式 2026年1月18日（日）～1月22日（木）《本部必着》

※郵送試験は、「行政学講説（’24）」、「正多面体と素数（’21）」、「日本美術史の近代とその外部（’18）」、「量子化学
（’19）」の4科目のみ。

https://tsushin.ouj.ac.jp
（システムWAKABA TOP画面右側「学内リンク」から「Web通信指導」をクリック）

提出期間

https://shiken.ouj.ac.jp/
（システムWAKABA TOP画面右側「学内リンク」から「Web単位認定試験」をクリック）
ここで「体験版」を操作することができますので、事前に解答方法等の操作を確認しておきましょう。

提 出 先

千葉学習センターでは、単位認定試験の操作に不安な方を対象とする操作体験会を、
今学期は以下の日時に開催します。
初めての単位認定試験でパソコンの操作が不安な方は、ぜひ、お申し込みください。

★1月11日（日） 10:00～12:00、14:00～16:00

※上記日時に単位認定試験の体験版のパソコン操作の体験ができます。（1回10分～30分程度）
都合の悪い場合は、都度対応しますので、千葉学習センター（043-298-4367）までご相談ください。

⌨ ～ 操作体験会のお知らせ ～ 🖱

～在学生へのお知らせ～
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単位認定試験システム

https://tsushin.ouj.ac.jp/
https://shiken.ouj.ac.jp/


～在学生へのお知らせ～

8

2026年 4月 1日以降の学習センター閉所日 2日制の導入について

【開始日】

2026年 4月 1日

【閉所日】

4月～ 7月 ・ 10月～ 1月 ：月曜日 ・ 火曜日

8月～ 9月 ・ 2月～3 月 ：日曜日 ・ 月曜日

【事務室開所時間】

9 : 30～ 12 : 00、 13 : 00～ 17 : 30

千葉学習センターでは、 2026 年 4 月 1 日以降、閉所日 2 日制を導入させていただきます。

閉所日等につきましては以下の通りとさせていただきましたので、 お知らせします。


